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活発に質疑応答　その２





　岩本　国際政治学者の坂本義和が言っている。１５０年前まで日本人の頭に天皇はいなかった。それが何故１５０年前からなくてはならない存在になったのか、近代において天皇が果たしてきた役割とは何か、それを考えることが重要。生き物はすべて万世一系なのに、あたかも天皇が特例であるかのように位置づけられてきたのは「教育」の効果ではないか。


　――一人の人間を特別な存在とする意識は幼稚。天皇が権力に利用されるのが問題。皇室に生まれた人は人権を認められていない。


　丸山　基本的人権と皇室に生まれた人の人権は明らかに憲法の矛盾だ。


　――「象徴」だから天皇は、いわゆる一般人と違い人権主体ではない。近代的憲法である日本国憲法の中に唯一残った封建的制度だ。天皇ができる公的行為は憲法に書かれた国事行為のみで、あとはすべて私的行為。宮廷費ではなく内廷費を使用して厳密に分けるべきものだ。


　――私は改憲派だ。第１章をなくし


たい。


　丸山　ずっと続いてきた議論だ。これからどこにエネルギーを使っていくかが


課題だ。


　石山　多くの人が天皇に関心があるこ


とがわかった。


　（三宅征子・記）





▼個別の講義を





　教育勅語と軍人勅諭の関係がよく分かりました。また伊藤重治さんの「きてき」の詩は当時の貧しい農民の生活を率直に表していました。


　安倍政権の「明治１５０年」の史観を否定し「日本国憲法」を守るための私たちの使命を強く感じました。近代天皇制のもとで明治憲法の復活を許さない運動の大切さを理論的に知ることが出来ました。


　３名の方々が時間に追われての講義は物足りませんでした。１人による講義を期待します。講師の方々から出された資料は、大変参考になります。ありがとうございました。


 （澤井英二、若葉町）





▼天皇制は差別の根幹





　天皇制のことはいまの社会（世間？）において、ソッとしておく、触れないでおく事案であると近年はかなり露骨だと感じていました。つまり、正面から天皇制を論じるマスコミが少ないですしね。


　感想、質問などで、ちょっとゴツゴツ話さねばならないこともその一例か？　天皇制は差別の根幹だと思います。全て平等であるべきです。（匿名、国領町）





▼会場の議論、面白かった





  近現代の天皇制の問題について会場内の議論が高まって面白かった。


　作家の野坂昭如さんは、日本人の性格を「天皇依存症」と称していました。日本は昭和の大戦争であれほど悲惨な目に遭わされたにも拘わらず、戦後７０年以上も経って、なぜ未だに天皇、皇室を好きで奉り続けるのか、私には理解できません。憲法１条の「天皇は…国民統合の象徴」というファシズム規定（杉村昌昭）を削除してほしいと思います。（豊森淳、埼玉県越谷市）





▼もっともっと勉強しなければ





  岩本先生、石山先生、丸山先生、それぞれ専門分野を細部にわたって資料を基に解説してくださいました。


　「明治１５０年史観」「天皇代替わり」は問題だらけ。安倍政権は何を狙っているのか。私たちはもっともっと勉強して、真実を伝えて行かねばならない、と痛感しました。


　（菊地公子、下石原）





▼憲法第一章はいらない…





　岩本氏の話、おもしろかった。石山氏＝理論的、年代的に考え方が私の中ですっきりした。丸山氏＝憲法第一章はすべていらないと思っているので…。


（田辺浩子、下石原）





▼母系社会なのになぜ…





　日本人の原型的ライフスタイルは母系社会でした。素朴な発想だと思います。


　狩りをして古代の家庭、家族を守ってきたことと、近代化により男性が収入を得るようになってきていることと変わらないのに、男性が優位に扱われています。なぜでしょうか。（津田櫓冬、稲城市）





▼「憲法ひろば」に初参加して





　護憲の市民勉強会に数十名の市民が毎回集うこと自体が、改憲勢力にとっては脅威になるはずです。ぜひ続けてもらいたいと思いました。


　ただ、議論がなかなか憲法論になりませんね。憲法条文をよく読んで理解し、その理解したことを前提に議論を進めないと、理解していないものを守るのが護憲ということになってしまいます。憲法の基礎学習もお願いします。


　（山崎英壽、緑ヶ丘）





第１４０回（１０月）例会


戦争法･共謀罪法強行から改憲策動までの今を


｢三鷹事件｣（1949.7.15）から学ぶ


時：10月13日(土)10:00～ 参加費は実費


於：三鷹駅改札口集合





第１４１回（１１月）特別鑑賞会


米軍が最も恐れた男


　その名はカメジロー


時：11月5日(月)４回上映 会費:500円


　①10:30、②13:30、③16:30、④19:00


　各回とも30分前に開場


於：たづくり8階｢映像シアター｣





第１４２回（１２月）例会 創設14周年


アジアの平和と日本


お話：丹羽宇一郎さん


時：12月22日(土)13:30 参加費:300円


於：あくろす3階｢あくろすホール｣





第１４３回（2019年１月）例会


お話：渡辺　治さん


時：1月27日(日)18:30 参加費:300円


於：たづくり12階｢大会議場｣











*******************************************************************





第162号（４面）2018年9月23日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html








